
炭素

樹脂の

性樹脂

するこ

繊維強化複合材のマトリク

エポキシが広く使用されて

の硬化は、分子鎖が架橋し

とによって起こり、この硬

スには熱硬化性

います。熱硬化

網目構造を形成

化反応（キュア）

を

発

ら

以下にご紹介します。

試験片のポストキュア温度

生する応力を常温硬化後、

に冷却中にそれぞれ測

を とし、繊維に

加熱時、 か

定しました。下図よ

は加熱

加熱す

化させ

もあり

にはエ

線膨張

エポキ

により促進されます。その

るのが一般的です。また、

るポストキュアと呼ばれる

ます。このような加熱処理

ポキシの硬化収縮や炭素繊

係数の差（炭素繊維

シ ）に

ため、成形時に

成形後に加熱硬

処理を行う場合

により、複合材

維とエポキシの

、

起因した残留応

り

て

応

却

温

エ

る

、常温硬化後の繊維にはほ

いないのに対し、ポストキ

力が発生していることが分

中に発生する圧縮応力の増

度幅にほぼ比例しているこ

ポキシの収縮の差により圧

ことが明らかになりました

とんど応力が発生し

ュア後は大きな圧縮

かります。また、冷

加が からの冷却

とから、炭素繊維と

縮応力が発生してい

。

力が発

マトリ

クス界

の強度

する残

重要と

生します。この残留応力は

クス側では引張となるため

面のはく離や繊維座屈の誘

を低下させます。そのため

留応力を定量的に把握する

なります。

繊維側では圧縮、

、繊維 マトリ

因となり複合材

、製造時に発生

ことは、使用上

当所

ン分光

この研

その際

繊維の

の炭素

し、ポ

ではこのような残留応力を

法を用いて測定する研究を

究では、複合材中の繊維に

に得られるラマン散乱光の

軸方向応力を求めています

繊維をエポキシに埋め込ん

ストキュア前後の残留応力

顕微レーザラマ

行っています。

レーザを照射し、

スペクトルから

。ここでは 本

だ試験片を使用

を測定した結果

（製品技術研究室 二村 道也）



ポリ

特性、

とから

塩化ビニル（塩ビ）は比較

耐候性、耐薬品性、難燃性

上下水道用のパイプ、電線

的安価で、機械

に優れているこ

被覆材、農業用

中

て

い

で処理する方法、酸化カル

メカノケミカル処理する方

ますが、これらの方法はい

シウムなどと混合し

法などが提案されて

ずれも廃塩ビの処理

フィル

品の包

れてい

に依存

から樹

の約

ムなどの産業用資材から事

装材などの日用品に至るま

るプラスチックです。樹脂

している割合が ％程度で

脂製造までに消費されるエ

、ポリエチレンの約 と

務用品、生鮮食

で幅広く使用さ

組成のうち石油

あり、原料採取

ネルギーが

少なくて済むこ

の

の

チ

焼

例

みに限定されています。

当所では、廃塩ビの脱塩素

削減ならびに環境負荷の低

として、塩ビを異なる種類

成（熱処理）する方法につ

えば、廃タイヤの焼却飛灰

処理におけるコスト

減が可能なアプロー

の廃棄物と混合して

いて検討しています。

（タイヤ飛灰）は廃

とから

持って

より塩

処理施

りする

廃塩ビ

されて

省資源型プラスチックであ

います。一方で塩ビは焼却

化水素ガスを発生するため

設を腐食させたり環境汚染

原因となるといった点が指

の排出量は国内で年間約

おり、資源循環型社会に対

るという側面を

すると熱分解に

、焼却炉などの

を引き起こした

摘されています。

万トンと推定

応できる塩ビリ

タ

発

化

の

以

た

タ

イヤを燃焼させて熱エネル

生するものであり、その中

亜鉛などの重金属酸化物が

タイヤ飛灰を塩ビと混合し

上で焼成することにより脱

。その結果、塩ビから発生

イヤ飛灰により吸収され、

ギーを回収する際に

にはタイヤ由来の酸

含まれています。こ

て、塩ビの分解温度

塩素処理を試みまし

する塩化水素ガスは

系外に放出される塩

サイク

廃棄

プや農

するマ

サイク

難なも

ル技術の確立が望まれてい

される使用済み塩ビ製品の

業用フィルムを中心に塩ビ

テリアルリサイクルが進ん

ル率も年々上昇しています

のについては脱塩素処理に

ます。

うち、塩ビパイ

として再生利用

でおり、そのリ

。再生利用が困

より塩化水素を

化

割

に

て

ま

属

水素ガスの量は塩ビのみを

以下に抑えられることが確

、この焼成処理によってタ

いる金属の湿式回収が容易

した。都市ごみなどの焼却

を回収する方法には高温条

熱処理した場合の

認されました。さら

イヤ飛灰中に含まれ

になることがわかり

飛灰に含まれる重金

件で塩化水素ガスと

回収し

後に生

として

燃料と

れてい

の再利

ルリサ

て再び塩ビの原料として、

じる炭化水素を製鋼所にお

コークスと併用したりセメ

して利用したりするための

ます。このような化学品や

用はフィードストックリサ

イクル）と呼ばれ、塩ビ全

また脱塩素処理

ける高炉還元剤

ント製造の際の

実証実験が行わ

製品原料などへ

イクル（ケミカ

体のリサイクル

反

酸

ら

塩

素

時

在

応させて金属塩化物として

などの水溶液中で処理して

れていますが、当所で取り

化水素や塩酸を用いる代わ

源として利用することで塩

に飛灰の処理を行うことが

、塩ビの脱塩素効率やタイ

気化させる方法や塩

溶出させる方法が知

組んでいる方法では

りに廃塩ビを塩化水

ビの脱塩素処理と同

可能となります。現

ヤ飛灰からの金属回

率を向

脱塩

ルに不

リーキ

させる

高温の

上させる手段として期待さ

素処理は塩ビのフィードス

可欠であり、塩ビ業界では

ルンなどを用いて破砕した

方法が主に検討されていま

水蒸気で処理する方法、加

れています。

トックリサイク

押出機やロータ

廃塩ビを熱分解

す。その他にも、

熱した有機溶媒

収

め

い

率などの向上のために焼成

ているところです。ご意見

ましたら下記までお気軽に

（資源技術研

．

処理条件の検討を進

、ご質問などがござ

お問い合わせ下さい。

究室 山口 浩一）

． ． ．



平成

て、指

ととも

今回の

年 月 日から 日まで

導員派遣事業によって、当

にマレーシアを訪問する機

訪問先は、マルチメディア

日間にわたっ

所電子情報部長

会を得ました。

大学の他に、複

で

マ

メ

ま

きました。また、滞在中は

レーシア名古屋会会員企

ナードの現地駐在員の方と

した。以上の各社は、マハ

、これらとは別に、

業である 及び

懇談することもでき

ティール前首相が押

写機や

る神戸

基

レーシ

の合弁

機器を

プリンタなどのドラム用ア

製鋼所（

板やエアコンなどを生産す

ア核技術研究所（ ）、

企業でコンテナメーカであ

、ファックスやプリ

現地生産するブラザー工業

ルミ管を製造す

）、

るデンソー、マ

日本車輌製造と

る

ンタなどの電子

、ダイハツや三

し

ア

献

承

ジ

動

の

進めたルックイースト政策

へ進出され、同国の急速な

されたものと思われます。

知のようにより安価な労働

アの中国（あるいはタイ）な

きが顕著です。また、間近

貿易自由化の動きにも対応

に沿う形でマレーシ

産業発展に大きく貢

ところが、今日、ご

力を求めて、同じア

どへ投資が移行する

に迫った など

せざるを得ない状況

井物産

国立研

現地で

研究内

記の名

だき、

が出資する軽自動車メーカ

究機関の （シャーラ

は、マルチメディア大学等

容を紹介して技術交流を行

古屋に縁のある日系企業を

産業のグローバル化が進む

のプロデュア、

ム本部）でした。

において当所の

うとともに、上

見学させていた

なかでのマレー

も

の

め

こ

た

に

あります。訪問した各企業

実績を踏まえつつ、こうし

の様々な方策を模索されて

とができました経験は、今

せて頂く所存です。最後に

この場をお借りして謝意を

が現地でのこれまで

た課題に対処するた

いる現状を垣間見る

後の技術指導に役立

、本事業の関係各位

表したいと思います。

シアに

名古

年には

である

月 日

おける各社の現状や課題な

屋市と南京市は姉妹都市提

周年を迎えました。その

工業技術指導員派遣事業と

から 日まで 日間の日程

どを伺うことが

携しており、昨

交流事業の一つ

して平成 年

で、資源環境部

事

の

の

が

（電子技術研

業の内容を説明しました。

研究開発を進めていきたい

ためにも当所のような公設

中国にもあればと言ってお

究室長 竹尾 隆）

各社とも、今後独自

と考えておられ、そ

の指導試験研究機関

られました。

長とと

はじ

秘書長

お会い

研修生

導員派

もに南京市を訪問しました

めに南京市人民政府を表敬

兼経済委員会主任（経済局

しました。劉氏は「南京市

派遣事業および名古屋市か

遣事業は南京市と名古屋市

。

訪問して市長副

長）の劉建氏と

からの工業技術

らの工業技術指

の友好事業の中

境

る

用

境

済

公共機関では江蘇省繊維検

測定センターを訪問し、日

繊維や、ゴミ問題と生分解

および繊維産業を中心とし

問題などについてお話しし

技術開発区では、当所に開

査所および南京市環

本で話題となってい

性プラスチックの利

た製造業における環

ました。また江寧経

発区と日本の企業の

でも特

いただ

次に

訪問し

弁企業

されて

所の業

に有益な事業であり、今後

きたい」とおっしゃってお

南京市内の企業、公共機関

ました。企業には日本、香

もありましたが、いずれも

いました。私どもからは名

務の概要と資源環境部で実

も長く継続して

られました。

および開発区を

港の企業との合

民営化して運営

古屋市工業研究

施してきた主要

架

有

な

げ

け橋になって欲しいとのお

今回、短期間ではあります

意義な交流をすることがで

りました両市の関係者の方

ます。

（環境技術研究

話がありました。

が南京市を訪問して

きました。お世話に

々に厚く感謝申し上

室長 奥田 英史）



画像

画像を

観検査

本年度

応用技術専門委員会（ 精

用いた外観検査技術の発展

アルゴリズムコンテストを

、地元企業と共同でこれに

密工学会）は、

を図るため、外

行っています。

応募し、最優秀

で

刻

い

は

、照度が対象全体で一様で

によっても変動します。欠

ものがあるため、明るさを

欠陥が抽出できず、画像全

なく、また、撮像時

陥も明るいものや暗

比較する処理だけで

体をみて自動的にこ

賞を受

この

る画像

で、提

ログラ

ンプル

算機で

賞しましたので、その概要

コンテストは、外観検査を

処理プログラムの正確性と

示される課題とサンプル画

ムを作成し応募するもので

画像とは別の審査用画像に

プログラムを実行させた結

を報告します。

自動的に実行す

速さを競うもの

像に対して、プ

す。審査は、サ

対して、同じ計

果を採点する方

れ

画

影

成

らの環境に適応できる処理

今年度は、さまざまなメー

像処理装置を開発するメー

件の応募がありました。我

を用いた文字抜き取り方法

功を収めました。

最後に、今回の受賞は、日

手法が要求されます。

カーの生産技術部門、

カーや大学などから

々のチームの濃度射

は、結果的に大きな

頃から叱咤激励して

式です

検査」

る包装

やぶれ

です。

のなか

。今年度の課題は、「複雑

となっており、アクリルシ

紙を撮像した画像から異物

などさまざまな種類の欠陥

包装紙に印刷されたマーク

でその位置が不定で、これ

背景下での欠陥

ートに貼ってあ

、汚れ、しわ、

を検査するもの

や文字は、画像

らと多様な欠陥

下

た

（

を

さる企業の皆様のおかげで

します。

詳しくは、当所の研究報告

． ．

ご覧下さい。）

あると心より感謝い

№ および

． ． ．

とを正

ます。

工業

会議室

確に区別できる画像処理手

また、画像が撮像された照

研究所では、ホール（ 席

（ 室）をお貸ししていま

法が必要とされ

明環境も実際的

）、展示場（ ）

す。どうぞ、お

情報技術研究室 黒宮 明）

気軽に

利

交

申

ご利用下さい。

用時間 月曜 金曜

通 地下鉄名城線六

徒歩 分

込み・問い合わせ先 工業

番町下車

研究所総務課

（ ）
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